
◆実車ガイド
・ キハ４０-1700形は極寒地向け車両である100番代をワンマン化

した形式である700番代に対してさらに延命対策を施した車両です
・ 2019年にキハ４０-1700形2両が「山紫水明」シリーズ車両として改造

されました
・ ｢山紫水明｣シリーズは観光列車やイベント列車としても活躍できるよう、

外装の変更だけではなく、内装の木目調への変更や、脱着式テーブル
の設置、シマエナガのイラストの施されたロールカーテンへの交換が

※写真はイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 行われました 【文責：トミーテック】
◆製品化特徴

・ ハイグレード(HG)仕様
・ ｢山明｣号になったキハ４０-1790形と｢紫水｣号になったキハ４０-1791形を再現
・ キハ４０-1791形は前面のタイフォンが撤去された姿を再現
・ キハ４０-1791形の屋根上のホイッスルは別パーツ付属
・ ヘッド・テールライト、前面表示部は常点灯基板装備、ON-OFFスイッチ付
・ ヘッド・テールライト、前面表示部は白色LEDによる点灯
・ ヘッドライトはカラープリズムの採用により電球色に近い色で点灯
・ 前面表示部は交換式で印刷済みパーツ｢ワンマン｣を装着済み
・ 前面表示部は交換用｢団体｣｢臨時｣印刷済み別パーツを付属
・ 印刷済みヘッドマーク付属｢花たび そうや｣
・ 車番、一部表記は印刷済み
・ フライホイール付動力、新集電システム、黒色車輪採用
・ M-13モーター採用
・ TNカプラー(SP)標準装備

セット両数 2 両
予価

ＪＲ北海道商品化許諾申請中

◆実車ガイド
・ 2019年12月、北海道内で活躍するキハ４０形の長年にわたる活躍を

記念した｢北の40記念入場券｣の発売にあわせ、付録した応募券を
集めてキハ４０形に施したい塗装6種の中から投票する「北の復刻40
リクエスト」キャンペーンが実施されました

・ 以前宗谷線急行に使用されたキハ４０系改造車のキハ４００系に準じた
グレーと緑と赤の細帯を纏った塗装が選出され、1747番に施されました

・ 2020年秋に登場し、旭川を中心に運行開始されました
・ 未更新の700番代も前面のタイフォンが撤去された車両が存在しました

※写真はイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 【文責：トミーテック】
◆製品化特徴

・ ハイグレード(HG)仕様
・ キハ４０-1747形は、濃淡のグレーと緑と赤の帯を纏いキハ４００系の

カラーリングになった姿を再現
・ キハ４０-700形は、タイフォンが撤去された729番を再現
・ ヘッド・テールライト、前面表示部は常点灯基板装備、ON-OFFスイッチ付
・ ヘッド・テールライト、前面表示部は白色LEDによる点灯
・ ヘッドライトはカラープリズムの採用により電球色に近い色で点灯
・ 前面表示部は交換式で印刷済みパーツ｢ワンマン｣を装着済み
・ 前面表示部は交換用｢普通(紺地)｣｢快速ワンマン｣印刷済み別パーツ付属
・ 車番、一部表記は印刷済み
・ フライホイール付動力、新集電システム、黒色車輪採用
・ M-13モーター採用
・ TNカプラー(SP)標準装備

セット両数 2 両
予価

ＪＲ北海道商品化許諾申請中

ⒸTOMYTEC ※製品は、実車の型式・仕様とは異なる場合もありますのでご了承をお願いいたします。　※イラスト・写真などは製品と一部異なる場合があります。

品番

2021.6.10発信

発売月 2022年1月 JANコード 4543736981022 ¥13,860 (税込)
原産地 日本 パッケージサイズ 182×131×33mm パッケージ形態 紙箱

98102 品名 ＪＲ キハ４０700・1700形ディーゼルカー（ＪＲ北海道色・宗谷線急行色）セット

　■セット内容・編成例

98101 品名 ＪＲ キハ４０1700形ディーゼルカー（山明・紫水）セット
発売月 2021年11月 JANコード 4543736981015
原産地 日本 パッケージサイズ 182×131×33mm

キハ４０-1700形タイフォン撤去車

紙箱

トミックスインフォメーション

キハ40形山明・紫水

　■セット内容・編成例

キハ２６１-5000系 はまなす
7月発売予定

●並べて楽しめるお薦め商品●

＜別売りオプション＞
室内灯：<0733>LＣ白色

キハ40宗谷色

品番
¥16,060 (税込)

パッケージ形態

好評発売中

＜別売りオプション＞
室内灯：<0733>LＣ白色

道北 流氷の恵み・道東 森の恵み

●並べて楽しめるお薦め商品●

好評発売中

キハ４０1700形宗谷色

キハ４０700形ＪＲ北海道色


